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ごあいさつ

3

日頃より弊社をご愛顧下さいまして、誠にありがとうござ
います。
弊社は1973年、丸和工業株式会社として創業以来、永きに

亘り金属熱処理業に携わって参りました。
今日まで歩みを止めずに成長してこられましたのも、ひと

えに皆様のご支援、ご協力の賜物と、深く感謝致しておりま
す。
金属熱処理は、人々の生活を支えるために必要不可欠な技

術として、古来より伝承されてきました。
そして現代社会で活躍する様々な機械・器具にも、厳しい

品質基準をクリアした熱処理製品が数多く使われております。
私以下社員一同、ものづくりの根幹を担う重要性と、その

責任の重さを常に自覚し、信頼品質、技術向上、短納期、原
価低減、環境負荷低減を実現して参ります。
皆様、今後ともどうぞ宜しくお願い申し上げます。
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１. 環境経営方針

【環境・企業理念】
私たち丸和熱処理株式会社は、金属及び非鉄金属熱処理、金属表面処理、金属研
磨加工等の事業内容であり、環境に負荷を与えながら事業活動を行っています。その上
で、環境と事業活動の調和に努め、環境保全を重要課題として捉え、保護活動に積極
的に努力します。
また、ものづくりの根幹を担う企業として、その重要性と責任の重さを常に自覚し、信頼
品質、技術向上、短納期、原価低減、環境負荷低減を実現して参ります。

【行動指針】
１） 事業活動を通じて環境に与える負荷を的確に把握し、環境影響の低減

及び維持、汚染の防止に努めます。

２） 省資源・省エネルギー・リサイクル・廃棄物の削減に事業活動を通じて
取り組みます。

３） 環境に関する法令・条例・協定及び要求事項を厳守します。

４） 地域の環境保全活動を支援していきます。
（山形エコアクション２１対応）

５） 環境負荷の継続的改善のため、環境目的・目標を定め、定期的に見直し
を行います。

６） 製品輸送の環境改善に努めます。

７） 環境経営方針を制定、文書化し、全従業員に配布して、周知徹底を図ります。

８） 人体や環境へ影響を与える可能性のある化学物質の使用量及び排出量を
削減します。

９） 環境に配慮したグリーン購入対象商品の比率向上に努めます。

10） 日々、品質異常発生防止活動を行い、高品質維持に努めます。

11） この環境経営方針は社内外に公表します。

制定日：2011年9月1日
最終改訂日：2019年12月1日
丸和熱処理 株式会社
代表取締役社長 後藤 章洋

2. 組織の概要

《2-１》事業者名
丸和熱処理株式会社

代表取締役社長 後藤 章洋

《2-3》事業の概要
金属製品のガス浸炭焼入、ガス浸炭窒化焼入、ガス浸炭窒化焼入、焼入焼戻し、
ガス軟窒化、真空焼入、析出硬化処理、安定化処理（サブゼロ）、高周波焼入、
パーコリューブライト、アルカリ黒色着色、光輝熱処理全般、アルミ溶体化処理、
時効硬化処理、研磨

《2-4》事業の規模
創業：1973年（昭和48年8月） 資本金：5,000万円

事業年度 2017年（基準年度） 2019年 2020年

売上金額 59,600万円 57,200万円 45,500万円

従業員数 64名 66名 66名
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【雰囲気熱処理（バッチ型）】 【雰囲気熱処理（ピット型）】 【高周波焼入処理】

900～930℃の高温で表面か
ら炭素を入れていく表面硬化
法です。表面は高硬度でも内
部は柔軟性があるため、衝撃
を受けても割れにくいのが特長
です。

鋼の結晶粒を微細化し、機械的
性質を高める焼ならしや、鋼の軟
化、内部応力の除去などを目的
とする焼なまし、そして、長物の
焼入、焼戻に対応しています。

コイルによる高周波電流の誘導
加熱を利用して、部品の表面の
みを焼入れする加工法が、高
周波焼入です。必要な箇所へ
の焼入れを短時間で行うことが
でき、焼入れ深さの調節も自在
に行えます。

【研磨部】〒990-2211 山形県山形市大字十文字字韮窪北3455-84
電話：023-686-4060 FAX：023-686-4064
敷地：1,072m2 建物：212m2

《2-2》対象事業所（所在地/連絡先）
【本社・天童工場】〒994-0069
山形県天童市清池二丁目８番２０号
電話：023-655-2880（代）
FAX：023-655-5203
敷地：2,765m2 建物：2,474m2

【山形工場】〒990-2338
山形県山形市蔵王松ケ丘一丁目２番３号
電話：023-689-1230
FAX：023-695-3055
敷地：11,220m2 建物：2,904m2
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《3-1》EA21推進委員会の構成

3. EA21推進委員会

76

《3-2》主な環境経営内容
１）二酸化炭素排出量の削減
①消費電力の削減
■早朝、照明器具の消灯 ■NG発生ゼロ ■照明器具の省エネ化
■炉の運転効率を上げる（1回の運転時間の見直し）
■可能な設備へタイマーを設置し、機械類の不要な運転を無くす
■待機電力の削減（退社時、ポット、ヒーター等の電源プラグを抜く）

②消費燃料の削減
■炉のパイロットバーナーの数を半分に減らして稼働（継続）

③エコ運転の実施
■エコドライブ研修会の開催 ■アイドリング停止の徹底
■営業車両の燃料使用量上限値の目標設定（月目標。エコドライブと効率良いコースの
走行で燃料削減に努める）

2）廃棄物排出量の削減と適正管理
①一般廃棄物削減
■分別の徹底 ■パレットの有効活用（お客様⇔弊社間で効率良くリサイクル使用）
■コピー数量の削減、縮小コピーの推進

②リサイクルの促進
■コピー用紙の両面使用 ■金属類や紙類など、廃棄せずにリサイクル業者へ
回収依頼

■コピー用紙の再利用後の再々利用（梱包材、生ゴミ処分時の包装紙等）
③産業廃棄物の適正管理
■保管場所の管理 ■マニフェスト・契約書類の管理
■産廃処分場の確認

3）総排水量の削減
①上水（水道）使用量の削減
■冷却用水槽の節水 ■手洗い時の節水（掲示及び月1回呼びかけ）

②地下水の適正利用
■水量計を利用し、適正使用を維持する

4）化学物質使用量の削減
■化学物質適正使用量の数量確認 ■トリクレン、AYクリーン、ノリタケクール他を削減

5）グリーン購入
■「既存品を長持ちさせて使おう」呼びかけ(朝礼での啓豪、掲示)
■作成済みの事務用品グリーン購入対象品リストを活用、レギュラー購入の継続
■営業車両の適切な管理、整備 (日次、週次、月次メンテナンス)
■環境に配慮した車両の購入

6）製品・サービス関連
①NG発生ゼロ
②リサイクル梱包材の積極活用
■製品梱包時に使用する資材に、極力再利用品を使用する

③業務の効率化、無駄の排除
■基準書を作成・活用する

④納期厳守
■納期トラブルをなくし、顧客ニーズに応えるとともに、無駄なエネルギー消費を発生させ
ない

⑤休業災害ゼロ

＜エコアクション２１実施体制＞
B-MARUWA-5

■制定日：2011年9月12日
■改訂日：2014年3月1日、2016年4月15日、2017年4月10日、2019年3月1日、2021年4月1日

EA21推進委員会

代表者 天童工場

天童工場

※研磨部は、

　 天童工場に所属している

品質保証

第2製造部部長

　代表取締役社長 環境推進室リーダー

第1製造部部長

後藤　章洋 鈴木　真由美

中山　翔太

品質保証部

天童工場

山形工場

環境管理責任者 環境管理責任者 会田　芳弘

畠山　和寛

天童工場　工場長 山形工場　工場長

環境事務局

山形工場

環境推進室リーダー

フロント

中山　翔太 畠山　和寛
全従業員へ

鈴木　真由美

佐藤　恵

石山　恵利子

山形工場

総務・経理リーダー

取締役室長

志田　美香

小林　伸一

管理部部長

鈴木　真由美

営業部部長

品質保証部部長

東海林　浩二

管理部

設備保全・環境推進室

営業部

【代表者】

■環境経営に関する統括責任

■環境経営システムの実施に必要な人、設備、
費用、時間、技能、技術者￥を準備

■環境管理責任者を任命

■環境経営方針の策定・見直し及び全従業員

へ周知

■環境経営目標・環境経営計画書を承認

■代表者による全体の評価と見直しを実施

■環境経営レポートの承認

【環境管理責任者】

■環境経営システムの構築、実施、

管理

■環境関連法規の取りまとめ表を

承認
■環境経営目標・環境経営計画書

を確認

■環境経営の取り組み結果を代表

者へ報告

■環境経営レポートの確認

【環境事務局及びEA21推進委員会】

■環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

■環境負荷チェック及び環境への取り組みの自己
チェックの実施

■環境経営目標、環境経営計画原案の作成

■環境経営の実績集計

■環境関連法規等取りまとめ表の作成

■環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実

施

■環境関連の外部コミュニケーションの窓口
■環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと

地域事務局への送付）
■特定された項目の手順書作成及び運用管理
■各部署における緊急事態対応手順書の作成

【各部署部長級】
■各部署における環境経営システムの実施
■各部署における環境経営方針の周知
■各部署の従業員に対する教育訓練の実施
■各部署に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
■各部署における緊急対応手順書に基づいてのテスト・訓練の実施、
記録作成保管
■各部署の問題点の発見、是正、予防処置の実施

【全従業員】

■環境経営方針の理解と環

境への取り組みの重要性を
自覚

■決められたことを守り、自

主的・積極的に環境経営へ

参加



《社員の昼食用仕出し弁当に、地産地消を取り入れている業者様を選定。》
★地元（国産）の野菜を豊富に使用 ★米は「はえぬき100％」使用！

①山形県環境保全協議会
■継続入会

②山形県環境保全協議
■山形県みどり推進機構

2014年3月より飲料自販機による
緑の募金実施（全事業所）
2020年度累計募金実績 ￥20,824円

③地産地消
■山形県産のものを積極的に利用・エコバッグ推進の呼びかけ

④講習会 エコドライブ、熱中症、有機溶剤取り扱いについて、等

7）地域に根差した環境活動

9

2011年より古紙リサイクルに取り組んできました。
社内で発生した古紙の他、営業担当者が、お取引先様から伝票ミミを回収し、
リサイクルに加えています。

【分別方法】

コピー用紙
雑紙・納品書類
伝票（両端面）
ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰの芯
ガムテープガムテープ
ﾁﾗｼ・雑誌類
新聞紙

ﾁﾗｼ・雑誌類
新聞紙

《3-3》EA21推進委員会の活動内容

コピー用紙 雑紙・納品書類 伝票（両端面） ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰの芯

ガムテープ ﾁﾗｼ・雑誌類 新聞紙

8

月1回の社内全体集会で、EA21の発表コーナーを設け、活動を根付かせ
ています。

１月…全体集会なし
初祈願祭・社長訓示

２月…2019年度の環境経営目標
達成状況の報告

３月…エコアクション21
更新審査に向けて
オリエンテーション

４月…コロナウイルスの流行を
鑑みて、全体集会の
開催中止

５月…コロナウイルスの流行を
鑑みて、全体集会の
開催中止

９月…第2四半期の環境経営
目標達成状況の確認

７月…社内キャンペーン
「節電だﾖ！全員集合」
参加者募集告知

８月…エコドライブ講習会

10月…保護具の役割について

11月…環境経営計画のポイント

12月…第3四半期の環境経営
目標達成状況の確認

６月…第1四半期の環境経営
目標達成状況の確認
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《4-１》環境経営目標項目の選定
環境負荷の自己チェックと環境への取組の自己チェックならびに環境経営目標方針

との整合性を図り、山形エコアクション21対応項目を含む次の6項目について、環境経
営目標を設定しました。

⑴二酸化炭素排出量削減 ⑵廃棄物排出量削減 ⑶総排水量削減
⑷化学物質使用量削減 ⑸グリーン購入推進 (6)熱処理現場・サービスにおける
環境配慮 (7)環境保全団体への支援・協力

4. 環境経営目標

《4-2》環境負荷の実績（全事業所合計）
（2020年1月～12月弊社における主な環境負荷の実績は下表に示す通りです。）

単年度目標 中期目標

2021年度（1月～12月）
2020～2024年度

（5年間）

■二酸化炭素排出量
基準年度実績値の

3％削減
基準年度実績値の

3％削減

■産廃物排出量
基準年度実績値の

1％削減

基準年度実績値の

2％削減

■総排水量（水使用量）

1）上水 基準年度実績値の1％削減
基準年度実績値の

3％削減

2）地下水 基準年度実績時の20％削減 基準年度実績値の維持

■化学物質使用量

1）トリクレン 基準年度実績値の1％削減 基準年度実績値の3％削減

2）AYクリーン 基準年度実績値の維持 基準年度実績値の維持

3)ノリタケクール 基準年度実績値の25％削減 基準年度実績値の維持

■グリーン購入の推進
エコ事務用品

購入率：60%以上
エコ事務用品

購入率：70%以上

■熱処理現場

・サービス環境配慮

近隣住民・得意先からの
環境クレーム：0件
品質異常発生：0件

環境関連書類：期限までに
100％提出

休業労働災害発生：0件

近隣住民・得意先からの
環境クレーム：0件
品質異常発生：0件

環境関連書類：期限までに
100％提出

休業労働災害発生：0件

《4-3》環境経営目標（年度・中期）設定
二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、排水量（水使用量）、グリーン購入、
製品サービスに係る環境負荷の削減の、2021年の単年度目標ならびに中期目標を下
記のように設定しました。（※基準年は2017年度です）

購入電力の二酸化炭素排出係数は、2018年度東北電力の調整後のもの、
0.528（Kg-CO2/kWh）を使用します。

項目

2020年1月〜 2020年12月

CO2排出量
（kg-CO2)

割合 用途

二
酸
化
炭
素
排
出
量

電力 2,785,670 89.6% 熱処理炉

ガソリン 29,273 0.9% フォークリフト燃料

軽油
202,777 6.5% トラック燃料

灯油 33,428 1.1% 暖房燃料

A重油 28,889 0.9% 表面処理槽の昇温

液化石油ガス
（LPG）

32,585 1.0% 炉内の炭素濃度調整

エネルギー合計 3,112,622 100.0%
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《4-4》2020年度（取組対象期間）環境経営目標値
2017年度の実績値を基準に、2020年度（1月～12月）の具体的目標値に下記
のように算出しました。購入電力の二酸化炭素排出係数は、2018年度東北電力の
調整後のもの、0.528（Kg-CO2/kWh）を使用します。

2017年度実績 2020年度目標

（1月～12月） （1月～12月）

■二酸化炭素排出量

1）電力 3,044,383kg-CO2 2,953,052kg-CO2

2）ガソリン 31,995kg-CO2 31,356kg-CO2

3）軽油 246,560kg-CO2 241,629kg-CO2

4）灯油 49,888kg-CO2 46,321kg-CO2

5）LPG 38,595kg-CO2 37,824kg-CO2

6）重油 35,420kg-CO2 34,358kg-CO2

■廃棄物排出量

1）一般廃棄物 6,440kg-CO2 6,118kg-CO2

2）産業廃棄物 93,607kg-CO2 92,671kg-CO2

■総排水量（水使用量）

1）上水 6,169㎥ 6,107.7㎥

2）地下水 11,045㎥ 8,836㎥

■化学物質使用量

1）PRTR対象化学物質他 35,744kg （天童） 35,387kg （天童）

2）AYクリーン 2,200ℓ （山形） 2,200ℓ （山形）

3）ノリタケクール 160ℓ 120ℓ （研磨部）

■グリーン購入の推進 エコ商品購入率57％ エコ商品購入率60%以上

■熱処理現場
サービス環境配慮

顧客からの
環境ｸﾚｰﾑ・NGゼロ件

顧客からの
環境ｸﾚｰﾑ・NGゼロ件

《5-1》二酸化炭素排出量
1）二酸化炭素排出量（エネルギー合計）（単位：kg-CO2）目標達成◎

二酸化炭素排出量の環境経営目標値は、各種エネルギーの消費状況と妥当性
を見ながら、「基準年度（2017年度）実績値の3.0％削減」をめざしました。
結果は目標対比で6.9％減となり、環境経営目標達成となりました。

5. 環境経営目標の実績（2020年1月～12月）

2）二酸化炭素排出量（電力）（単位：kg-CO2）目標達成◎

電力による二酸化炭素排出量は、目標対比で5.7％減。事業所別では、天童工
場が4.2％減、山形工場が6.9％減、研磨部が34.4％減でした。デマンド管理に
より、使用電力の上限値を超えないように徹底されています。

※購入電力の二酸化炭素排出係数は、2018年度東北電力の調整後のもの、0.528（Kg-CO2/kWh）を使
用します。

2017年度（基準値）に対して2020年度までの実績比較
※2017年度より、目標・実績値に、研磨部の値が追加されています。（EA21に初加入）
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3）二酸化炭素排出量（ガソリン、軽油）使用量（単位：kg-CO2）目標達成◎

ガソリンは、主にフォークリフトの燃料ですが、目標に対し6.6％の減で、目標達
成となりました。軽油は主に集配トラックの燃料ですが、14.6％の減となり、目
標達成となりました。コロナ禍の受注量減が、運搬に係る燃料であるガソリン、
軽油の使用量にも影響を及ぼしています。

4）二酸化炭素排出量（灯油）（単位：kg-CO2）目標達成◎

灯油は、冬場の暖房の燃料なので、暖冬か厳冬かで使用量が大きく変わります。
2020年度は、1月～3月が記録的な暖冬小雪であったため、目標に対し22.1％減とな
り、目標達成となりました。

5）二酸化炭素排出量（LPG、重油）（単位：kg-CO2）目標達成◎

6）廃棄物排出量（単位：kg）目標未達成◎

一般廃棄物は、事業所から出る燃えるごみですが、目標対比で2.7％減で、目標達
成となりました。2019年より、外部講師を招いて事業所内の5Sや安全の見直しを
行っており、不要品を廃棄しています。コピー用紙の両面使用や梱包資材のリサイ
クルは順調に徹底されています。
産業廃棄物は、主に表面処理の水処理設備から排出される廃棄物ですが、目標対比
1.4％減となり、目標達成となりました。

LPGは、主に熱処理炉の炭素濃度を調整する役割を担いますが、13.7％の減となり、
目標達成となりました。
重油は、表面処理槽の液を温める燃料であり、15.9％の減となり、目標達成とな
りました。年間気温の高さも使用量に影響します。
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７）総排水量（上水、地下水使用量）（単位：㎥）

上水…目標未達成×、地下水…目標未達成×

上水は、主に各設備の冷却に使用していますが、目標対比で22.6％増となり、目
標未達成でした。事業所別で見ると、山形工場が15％減、研磨部31％減と目標を
達成した一方で、天童工場が24.3％増で、目標未達成となりました。増えた要因
は、水槽や配管からの水漏れなど設備トラブルにも起因しています。引き続き設
備の予防保全が課題です。
地下水は、各設備の冷却と、社有車の洗浄水として、山形工場のみで使用してい
ますが、目標対比で77.9％の大幅な増となり、目標未達成となりました。
水槽の水漏れに起因しており、修繕が難しい箇所のため、対応を検討中です。

８）化学物質使用量（天童工場・トリクレン他）（単位：kg）
目標未達成×

天童工場は、化学物質として、洗浄剤のトリクレン他、黒染加工の薬剤とその水処理
に必要な薬品の使用量を把握していますが、目標対比で7.5％増となり、目標未達成
となりました。要因としては、黒染の受注量増に伴い、水処理薬剤も増えたためです。

９）化学物質使用量（山形工場・AYクリーン）（単位：kg）
目標未達成×

10）化学物質使用量（研磨部・ノリタケクール）（単位：kg）
目標未達成◎

山形工場は、化学物質として、洗浄剤のＡＹクリーンの使用量を把握していますが、
目標対比で81.8％増となり、目標未達成となりました。目標の2倍近い実績値となって
しまいました。要因としては、洗浄機の故障が影響しています。

研磨部は、化学物質として、研削油のノリタケクールの使用量を把握していますが、
目標対比で66.7％減となり、目標達成となりました。受注量の減が影響しています。
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※地下水の水量計を設置した、2015年からの推移です。
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※事業所別に目標を設定した2017年からの推移です。
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《5-3》熱処理現場・サービスにおける環境配慮 目標未達成×

目標は、処理品におけるNG発生ゼロ、環境におけるクレームゼロです。こ
れは妥協することのできないものです。2020年を終えて、処理品NGゼロにつ
いては、天童工場NG49件、山形工場NG17件、合計で66件と、残念ながら目標
未達成でした。環境におけるクレームゼロについては、近隣住民や得意先な
どからのクレームもなく、目標達成しました。取引先や官公庁より提出を求
められた環境関連書類なども全て期限までに提出され、車両の油漏れ、液漏
れなどにも日頃から注意を払っています。

《5-4》環境保全団体への支援・協力

環境保全団体への支援・協力、地域に根差したエコ活動等に取り組みまし
た。
①飲料自販機利用による「緑の募金」活動（募金実績金額・年間20,824円）、
②地産地消エコバッグ推進、③山形県環境保全協議会への継続入会、④社内
節電キャンペーンの実施、⑤自治体等が主催の環境キャンペーンへの参加
（家庭のアクション）の合計5件です。その他、天童・山形両工場の工業団地連
絡協議会で実施している団地内の清掃作業への参加と、毎月、社内全体集会
の機会を利用して、環境活動を浸透させてきました。地産地消については、
天童・山形両工場とも、社員の昼食として、地産地消をアピールポイントに
している地元の仕出し弁当業者を利用しています。また、山形交響楽団、モ
ンテディオ山形、パスラボ山形、YBCラジオの地域スポーツ応援番組への協賛
など、地域の文化やスポーツを企業として応援しています。

グリーン購入について、目標は「事務用品購入において、金額ベースで60％
以上を環境配慮商品にすること」及び「営業集配トラックの適切整備、環境基
準重視での車両購入」と設定しました。事務用品のグリーン購入は、グリーン
購入できるものをリスト化し、それに基づいた購入を行い、2020年度を終え
て購入率は3事業所合計で71.3％となり、目標達成となりました。一方で、ト
ラック整備・車両購入については、適切な整備が日々行われ、2020年に新規
購入した車両1台が、環境に配慮されたものであり、目標を達成しました。

《5-2》グリーン購入推進
事務用品購入…目標未達成◎、車両購入…目標達成◎
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6. 環境経営計画の取組結果の評価ならびに次年度の取組内容

《6-1》環境経営計画の取組状況の評価
○･･･十分に取り組んだ △･･･ある程度取り組んだ ×･･･取組不十分（未実施）＿･･･評価保留

取組項目 具体的活動計画 評価

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電力
使用量
の削減

■炉繰りについて帳票を作成し、炉内製品充填率
を上げる（浸炭は、その深さにより処理日を曜日
ごとに固定する）

△

■早朝、照明器具の消灯 ○

■昼休みや休憩時間帯も含め、不要な照明
のこまめな消灯

○

■照明器具の省エネ化（例：LED照明への切り替
え）

△

ｶﾞｿﾘﾝ・
軽油使用
量の削減

■エコドライブ研修会の開催 〇

■アイドリングや待機時間の短縮 △

廃棄物排出量
の削減

■分別の徹底 ○

■コピー数量の削減 〇

■両面コピーや縮小コピーの励行 ○

ﾘｻｲｸﾙの促進
■コピー用紙の両面使用 ○

■コピー用紙の再利用後、梱包材へ再利用 ○

産業廃棄物
の適正管理

■保管場所の管理 ○

■マニュアル・契約書類の管理 ○

ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進 ■購入事務用品グリーン購入対象品の確認 △



《6-2》次年度の取組内容（方向性）
二酸化炭素排出量に係るエネルギー使用、廃棄物排出量の削減については、コロナ

禍の影響で受注が低迷したこともあり、目標を達成しました。一方で、水使用量、化
学物質使用量は増大してしまいました。目標未達成になった項目について、設備トラ
ブルに起因するものが複数あり、生産面でも設備の予防保全を大きな課題と位置付け
ます。2021年は、これまでの環境経営計画を継続実施するとともに、新たに休業労災
発生ゼロを掲げ、さらなる省エネ・省資源に新しい発想を持って取り組んでいくこと
になります。エコアクション21の活動も10年目を迎えますが、環境と経営を一対の両
輪として回すことを意識していきます。

弊社に適用される環境関連法規等（廃棄物処理法・リサイクル法・浄化槽法・水質
汚濁防止法・消防法・土壌汚染対策法・化管法・高圧ガス保安法・労働安全衛生法
・公害防止組織法・省エネルギー法・ RoHS指令）については、 2021年1月5日付で、

その遵守状況を確認したところ、違反状態は認められませんでした。提出義務の
ある各種届出も期限遵守のうえ適切になされています。また、外部からの訴訟等に
ついても、会社創業以来一度もありません。

7. 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに
違反、訴訟の有無

8. 代表者による全体評価と見直しの結果

《8-1》環境経営目標システムが有効に機能しているか
QCDS活動と上手くリンクさせながら環境負荷低減の実現を図ろうとしましたが、

コロナの影響もあり思うような結果が得られませんでした。期間を設定したり環境
目標を絞ったりしながら、社員一人一人が活動できるシステムを構築していきたい
と思います。

《8-2》環境への取組は適切に実施されているか
原価低減や作業効率の向上を目指した生産活動を行うことで、結果として環境へ

の配慮（環境負荷低減）につながることが分かるようになってきました。
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この環境経営レポートは、ご希望の方に差し上げています。
ご希望の方は、本社窓口でお申し出いただくか、下記にご連絡下さい。
また、エコアクション21認定取得後は、エコアクション21中央事務局のHP
（http：//www.ea21.jp/）でもご覧いただけます。

丸和熱処理 株式会社
〒994-0069 山形県天童市清池東二丁目８番２０号

TEL：023-655-2880 ／ FAX：023-655-5203

Ｅ-mail maruwat-somu2@amail.plala.or.jp

担当：環境管理責任者 天童工場長 中山 翔太、山形工場長 畠山 和寛

取組項目 具体的活動計画 評価

総
排
水
量
の
削
減

水道使用
量の削減

■(★)冷却用水槽の節水に向けて、締まり具合の
わかりやすいバルブに取り換える

△

■(★)冷却用水槽の水漏れトラブルに備え、設備
の日次点検簿にバルブの点検項目を追加し、
チェックを行う

×

■(★)冷却用水槽の水漏れトラブルに備え、年に3
回の長期休暇明け後に配管点検を行う

〇

■(★)水処理設備のトラブル備え、日々の水質管
理について再度、担当者の教育と習熟状況の確認
を行う

×

■(★)水処理設備のトラブルに備え、1カ月に2回、
専門業者による水質調査を行う

〇

■(★)水処理設備のトラブルに備え、4カ月に1回、
専門業者による定期点検を行う

〇

■手洗い時の節水（掲示） 〇

地下水の
適正利用

■水量計を活用した地下水の適正利用 ○

製品・ｻｰﾋﾞｽ関連

■環境でのクレーム件数をゼロにする 〇

■(★)品質異常発生ゼロに向けて、全体集会で過
去の異常事例の読み上げ確認や、基準を設けて異
常が発生しやすい処理品に対し全部署で特別管理
を行っていく

△

○･･･十分に取り組んだ △･･･ある程度取り組んだ ×･･･取組不十分（未実施）＿･･･評価保留

21

mailto:maruwat-somu2@amail.plala.or.jp

